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NEXCO西日本グループが進める「ハイウェイ・コンビニエンス」とは 

２４時間営業により、お客様の利便性を高めるとともに、ドライブで疲れた体をほぐすリラクゼーションコーナー、 

医薬部外品を集めたメディカルコーナー、 軽食を楽しめるキッチンコーナー（イートイン）、 くつろぎのひと時を過

ごす café コーナー等、市中の店舗では見られないコンテンツを、エリアごとの特性に応じて展開する新しいスタイ

ルのコンビニエンスストアです。 

 

●NEXCO 西日本グループの「ハイウェイ・コンビニエンス」 
道路名 エリア名 店舗名 オープン日 

近畿自動車道 東大阪ＰＡ（下り線） ミニストップ/ＩＳＭ（イズム） H18.10.15 

九州自動車道 基山ＰＡ（上り線） ローソン/Highway PIT by LAWSON（ハイウエイ ピット バイ ローソン） H18.11.17 

九州自動車道 基山ＰＡ（下り線） ローソン/Highway PIT by LAWSON（ハイウエイ ピット バイ ローソン） H18.11.17 

名神高速道路 黒丸ＰＡ（上り線） ローソン/Highway PIT by LAWSON（ハイウエイ ピット バイ ローソン） H18.11.18 

名神高速道路 草津ＰＡ（上り線） ミニストップ/ＩＳＭ（イズム） H18.11.18 

名神高速道路 草津ＰＡ（下り線） ミニストップ/ＩＳＭ（イズム） H18.11.18 

九州自動車道 須恵ＰＡ（上り線） ファミリーマート/ＲｅＳＰＯＴ（リ・スポット） H18.12.10 

九州自動車道 須恵ＰＡ（下り線） ファミリーマート/ＲｅＳＰＯＴ（リ・スポット） H18.12.10 

山陽自動車道 佐波川ＳＡ（上り線） ファミリーマート/ＲｅＳＰＯＴ（リ・スポット） H18.12.16 

山陽自動車道 佐波川ＳＡ（下り線） ファミリーマート/ＲｅＳＰＯＴ（リ・スポット） H18.12.16 

高松自動車道 府中湖ＰＡ（上り線） ファミリーマート/ＲｅＳＰＯＴ（リ・スポット） H19. 7. 31 

九州自動車道 直方ＰＡ（上り線） ミニストップ/ＩＳＭ（イズム） H19. 7. 31 

九州自動車道 鞍手ＰＡ（下り線） ミニストップ/ＩＳＭ（イズム） H19. 7. 31 

九州自動車道 山江ＳＡ（上り線） デイリーヤマザキ/D‘ｓｐａｃｅ（ディー スペース） H19. 8. 8 

九州自動車道 山江ＳＡ（下り線） ファミリーマート/ＲｅＳＰＯＴ（リ・スポット） H19. 8. 8 

九州自動車道 玉名ＰＡ(上り線) ポプラ/ハイウェイ彩家（さいか） H19. 9. 23 

九州自動車道 玉名ＰＡ(下り線) デイリーヤマザキ/D‘ｓｐａｃｅ（ディー スペース） H19. 9. 23 

第二神明道路 垂水ＰＡ(下り線) ミニストップ/ＩＳＭ（イズム） H19.10.31 

山陽自動車道 白鳥ＰＡ(下り線) ポプラ/ハイウェイ彩家（さいか） H19.11.6 

山陽自動車道 奥屋ＰＡ（上り線） ポプラ ハイウェイ彩家（さいか） H19.11.6 

徳島自動車道 吉野川SＡ（下り線） デイリーヤマザキ D’Space（ディー スペース）」 H19.12.19 

 

ファミリーマートReSPOT（リ・スポット）とは 

“気持ちをあらたに”元気づける・安心させる場の提供（「Re-FRESH」「Re-LAX」「Re-MIND」 

「Re-LI Ｆ E」）という意味を込めて、“Re”SPOT（リスポット）と名づけました。 

ポプラ ハイウェイ彩家とは 

生活に彩（いろどり）をあたえるような商品を提供する店舗、生活を彩る家になろうという意味です。 

「ハイウェイ彩家」は、「高速道路にゆとりの空間を彩る（いろどる）お店」を目指しています。 

デイリーヤマザキD’Space（ディー スペース）とは 

Driver’s・・ドライバーの、 Delight Space・・明るく楽しい場所を、 Daily Yamazaki’s・・デイリーヤマ

ザキの提供する場所という意味です。 

ローソン Highway PIT by LAWSON（ハイウェイ ピット バイ ローソン）とは 

PIT STOP （自動車レースの）ピットインからドライブ中のトイレ、お食事などで停車するという意味

です。 

ミニストップISM（イズム）とは 

「ISM」とは「主義」という意味の英単語です。I＝Individual（個々の） S=Sense （感覚）  M=Meeting

（集合）ミニストップが、その全てを受け入れる場所「ISM」である。という意味です。 

 

 


